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三
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五
〇
円
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浮
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絵
師
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伝

菅
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弓
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大
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公
立
大
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教
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月
岡
芳
年

豊
原
国
周

落
合
芳
幾

小
林
清
親

江
戸
か
ら
明
治
へ —

浮
世
絵
が
過
去
の
も
の
と
な
り
ゆ
く
時
代
を
生
き
た

　「
最
後
の
浮
世
絵
師
」
た
ち
。
そ
の
百
花
繚
乱
の
姿
。

【芸
術
選
書
】

　
本
書
は
、
明
治
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
豊
原
国
周
（
一
八
三
五
〜

一
九
○
○
）、
落
合
芳
幾
（
一
八
三
三
〜
一
九
〇
四
）、
月
岡
芳
年

（
一
八
三
九
〜
九
二
）、
小
林
清
親
（
一
八
四
七
〜
一
九
一
五
）
を

取
り
上
げ
て
そ
の
伝
記
事
項
と
評
価（
研
究
史
）を
ま
と
め
、か
つ

概
ね
二
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
設
定
し
て
絵
師
像
を
詳
述
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。
　（
中
略
）　
現
時
点
に
お
い
て
も
研
究
の
進
捗
が

見
ら
れ
ず
、
あ
る
い
は
特
殊
な
注
目
を
集
め
て
し
ま
っ
た
明
治
の

浮
世
絵
師
た
ち
。
し
か
し
絵
師
一
人
一
人
の
伝
記
事
項
や
画
業
を
、

残
さ
れ
た
文
献
資
料
や
作
品
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
新

た
な
像
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
で
は
、
拙
い
な
が
ら
に
そ
れ
を
お
こ
な
っ
て
き
た
つ
も
り
だ

が
、
丁
寧
に
作
品
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に

「
近
代
」
と
向
き
合
い
、ま
た
「
近
代
」
に
爪
痕
を
残
し
た
の
か
が
、

少
し
ず
つ
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
本
文
よ
り
抜
粋
）
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